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研究成果の概要（和文）：ライプニッツの幾何学研究の展開について、主に空間構成の理論と実体概念の展開と
の関連を中心とした解明を行い、初期から最晩年に至る諸概念の変遷の合理的再構成の枠組みを構築した。ま
た、最晩年の空間構成論に着目して、ライプニッツの空間論を、デカルト以降の近代西洋哲学における「ア・プ
リオリ性」の歴史に位置づける見通しを立てることができた。さらに、ライプニッツの数学研究において幾何図
形がどのような役割を果たしているのかを、主として初期のパリ時代の数学論文を検討することで解明した。加
えて、こうした研究成果を踏まえるかたちでライプニッツ数理哲学の哲学的意義を評価するためのモデルの構築
も試みた。

研究成果の概要（英文）：With regard to the development of Leibniz's geometrical studies, we studied 
mainly on the relationship between the theory of constituting space and the development of theory of
 substance and tried to construct a interpretative framework for the transition of those concepts 
from the early period to the last period. In addition, focusing on the theory of constituting space 
in the last period, we are able to make a perspective to place Leibniz's theory of space in the 
history of concept of "a priori" in modern Western philosophy after Descartes. Furthermore, we 
examined  the role of geometrical diagrams in Leibniz's infinitesimal analysis by analyzing the 
mathematical literature of the early Paris period. Moreover, we tried to construct a model to 
evaluate the philosophical significance of the Leibniz's philosophy of mathematics based on our 
research.

研究分野： 哲学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来無限小解析を中心として解釈されてきたライプニッツの数理哲学に関して、幾何学研究を中心とした解釈を
提示することで、全く新しいライプニッツ理解をもたらしただけでなく、そうした新しいライプニッツ数理哲学
の解釈は、現代の図形推論研究にも通じる着想を含むことを明らかにすることができた。研究成果は単著『ライ
プニッツの数理哲学』として刊行し、個々の成果をまとまったかたちで手に取りやすくすることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 哲学者でもあり数学者でもあったライプニッツの数学研究と哲学との関わりについて、無限小
解析学や幾何学といった個別の分野に着目し、連続性や無限概念などとの関連を解明する研究
は少なくない。近年では哲学や数学関連の遺稿や書簡のアカデミー版全集への収録も進み、無
限小解析と連続体合成の問題、実体形相説と機械論哲学の間の調和の追求といった背景のもと
で、初期から中期に至るライプニッツ数理哲学の展開が詳細に解明されている(Arthur、Levey
など)。しかし、ライプニッツ哲学の中心概念が個体的実体から単純実体へと推移する転換期で
ある中期以降(1695 年以降)の展開や、実体論や空間論といったライプニッツ哲学の主要トピッ
クとの関わりについては、全集未収録の資料も多いこともあり、19 世紀に編まれたゲルハルト
版著作集を研究のベースにせざるをえない状況が現在でも続いている。 
 研究代表者はこれまでの研究で、普遍記号法の構想を抱くライプニッツが幾何図形を用いな
い幾何学の構築を試みた動機、無限小解析研究と幾何学研究との関わり、空間論の展開と幾何
学研究との結びつき、後期ライプニッツ哲学を代表する概念であるモナドと数学的点との関わ
りといったテーマについての解明を行うことで、ライプニッツ数理哲学の全体像を提示する研
究を進めてきた。その結果、ライプニッツが数学研究の成果と実体や空間に関する哲学的議論
を相互的に関連付けて思索を進めていたことが明らかにされた。中期以降に関しては、アカデ
ミー版に未収録の遺稿も多く、解明が十分ではないところも残されたが、中期以降のライプニ
ッツ数理哲学は実体論と空間論を中心として展開されているという見通しを得ることができた。 
 全集未収録の遺稿に関する研究は、幾何学研究に関して De Risi による研究がある程度で、
そのため、実体論・空間論と数学との関連の体系的解明はほとんど進んでいない。モナド概念
を中心とする哲学であるモナドロジーに関しては、主に自然学との関わりから、初期から後期
に至る展開を詳細に解明する研究が Adams、Fichant、Garber らによってなされている。し
かし、これまでの研究では、中期以降のライプニッツが数学研究と実体論・空間論とを関連付
けていたことは自体は指摘されているが、両者の結びつきの詳細や数理哲学におけるモナドの
位置付けの解明は十分にはなされていない。 
 さらに、近年のライプニッツ研究では、ライプニッツの空間概念が絶対空間の実在性を認め
る初期の立場から、中期以降のよく基礎づけられた現象としての空間、事物が相互に取りうる
関係としての空間と推移していくことや、スピノザ哲学から受けた影響などは解明されている。
しかし、ライプニッツが幾何学研究において空間概念の定義を模索し続けていたこと、モナド
概念を空間の構成要素として捉えていたことなどを踏まえた上で、空間論を中心軸としてライ
プニッツの数理哲学を解釈する研究は皆無である。 
 こうした研究状況を踏まえて、本研究は、焦点を実体論・空間論と数学研究の相互関連の解
明に絞った上で、全集に収録されて間もない遺稿やライプニッツ文書館に保管されている遺稿
の検討を中心とした研究を行い、中期以降のライプニッツ数理哲学の展開を体系的に解明する
ことを目指す。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、（1）ライプニッツの幾何学研究が実体論・空間論に与えた影響を解明する
基盤を整えること、（2）1695 年以降のモナド概念の変遷を詳細に解明すること、（3）ライプ
ニッツ空間論の展開を明らかにし、中期以降の数理哲学の特徴をより鮮明にすること、（4）実
体論と空間論を中心としたライプニッツ数理哲学の中期以降の展開の体系的解釈の提示するこ
と、である。 
 
３．研究の方法 
 研究目的に合わせて以下の四つの方法を採る。（1）最近全集に収録されたボーデンハウゼン
との往復書簡といった幾何学的記号法と関連性の高い資料や全集未収録の遺稿の検討を行うこ
とで、幾何学的記号法と周辺領域の関連を明らかにすること。（2）ベルヌイ宛書簡やファルデ
ラ宛書簡といった重要資料を検討することで、モナド概念の展開を詳細に跡づけること。（3）
クラーク宛書簡のみならず、近年全集に収録された資料に基づいた研究を行うことで、とりわ
け数学研究との関わりに重心を置きつつ、ライプニッツ空間論の展開を明らかにすること。（4）
これまでの研究成果および上記（1）から（3）の研究成果を総合させることで、中期以降のラ
イプニッツにおけるモナド概念の展開や空間構成の議論と幾何学研究がどのように関わってい
るのかを明らかにすること。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下の四点である。 
 
（1）ライプニッツ哲学における空間論と実体論の相互関係について 
 ライプニッツの空間論、とりわけ、何が空間の構成要素であるかという論点を含む空間構成
論は初期から最晩年まで一貫してはおらず、いわゆる関係空間説も中期以降に登場するもので
ある。本研究では、こうした空間構成論の変遷をライプニッツ哲学に位置付けるためには、実
体論の展開、より具体的には、延長を持たない単純実体であるモナドが登場する経緯を整理す
ることが必要であるという研究開始時の作業仮説のもとで主要な一次資料の読解や二次文献の



批判的検討を進めた。その結果、本研究が提示する「空間論と実体論の相互関係」に関する仮
説は、初期の連続体合成の問題への取り組みや、中期の幾何学研究を包括的に説明できる見込
みがあることが明らかにされた。この仮説の説得力をより高めることで、「ライプニッツは初期
の頃から単純実体を中心とする哲学を構想していた」という解釈を退けることができる見通し
も得ることができた。また、2017 年 11 月には幾何学研究を中心としたライプニッツ数理哲学
に関する世界的研究者である Vincenzo De Risi 博士（フランス国立科学研究センター）を招へ
いし、国際研究集会を三度開催し、ライプニッツ数理哲学に関する意見交換を行った。博士と
の意見交換により、ライプニッツの空間論や幾何学研究を、古代ギリシア以降の数理哲学史と
いうより広い文脈に位置付ける見通しを得ることに努めた。 
 
（2）ライプニッツ空間論の最晩年における展開について 
 最晩年のクラークとの往復書簡において表明されており、ライプニッツの公式見解として解
釈されてもいる、事物が相互に可能的に取る位置関係が空間を構成するという、いわゆる関係
空間説と呼ばれる主張について、クラーク宛第 5書簡において登場する空間構成の二種類の異
なる議論に着目し、先行解釈を批判的に検討し、それまでのライプニッツには見られなかった
空間構成のプロセスに関する論点が、104 節の「抽象的空間」として萌芽的にあらわれていた
と解釈できることを解明した。これにより、ライプニッツの空間概念の展開を、数学的点によ
る線分の構成や単純実体による延長体の構成といった連続体合成の問題に対してライプニッツ
が提示した解決策における「構成プロセスの不在」という不備に、ライプニッツ自身が自覚す
るに至る過程として描き出すことが可能であり、より広い哲学史的視野のもとでは、デカルト
の永遠真理創造説からカントの超越論的観念論に至る、「ア・プリオリ性」の来歴をめぐる哲学
史的議論にライプニッツの空間構成論を位置付けることができる見通しを得ることができた。 
 
（3）無限小解析研究における図形の機能について 
 本研究は中期以降のライプニッツ数理哲学の全体像を解明することが大きな目的であるが、
そのためには幾何学研究のみならず、無限小解析研究の展開もまた研究する必要がある。とり
わけ空間論と幾何学研究のつながりを重視する本研究の立場から、ライプニッツによる図形の
用法を分析する研究の重要性を再認識し、ライプニッツ数理哲学のより説得力のある解釈を提
示することに努めた。具体的には、ライプニッツ数学研究において図形がどのような機能を果
たしているのかを解明する課題に取り組んだ。主にパリ時代の数学草稿を分析し、無限小解析
においてライプニッツが図形をどう活用したのかを明らかにすることに努めた。その結果、ラ
イプニッツがいかにして無限小三角形や無限多角形といった図形を、有限図形を用いて表現し
たのか、また、幅を持たない線分を無限小の幅を持つ四角形と見なすというような図形の見方
がどう証明にて用いられているか、といった点を明らかにし、そうした図形の使用法が、ウォ
リスやパスカルといった先行する数学者の結果を一般化して、無限小解析を確立することがで
きた要因の一つであることを示すことができた。また、パリ時代の数学研究の集大成であり、
無限小解析の基礎を確立させた論文『算術的求積』の命題 1から 7までの証明を、先行研究を
批判的に参考しつつ図形の用法に着目して分析し、ライプニッツの証明において、図形は推論
の媒体としての用法と証明の視覚化という二つの使われ方をしていたことを明らかにした。こ
うした用法がその後のライプニッツの数学研究においてどの程度維持されているのかを明らか
にさせるのが今後の課題である。 
 また、こうした成果をより広い数学史的視野で捉え直してライプニッツの数理哲学の独自性
を浮き彫りにさせるために、ライプニッツの証明と 19世紀の数学者リーマンの解析学の証明と
の比較を行った。これにより、対象と記号とが視覚的あらわれの点で類似する幾何学のような
分野ではない解析においても、ライプニッツとリーマンは共に図形によって無限や連続を含む
数的対象の構造を明らかにさせる用法が証明において見られることを指摘した。 
 
（4）ライプニッツ数理哲学研究の哲学的意義について 
上記三点の研究成果を総合させ、ライプニッツ数理哲学の全体像の提示を行った。それまで

の無限小解析を中心として取られられてきたライプニッツ数理哲学には、空間はどのような構
造を持つのか、空間をいかにして数学的に表現するか、図形を用いていかにして数学的発見を
可能にするか、といった論点もまた中心的なものとして含むことを一次資料の読解によって示
すことができた。 
また、過去の哲学者についての研究がいかなる意味で哲学的興味を持つかという、哲学史研

究がしばしば直面する課題について、ライプニッツ数理哲学研究と現代の図形推論研究の関連
をモデルケースに取り、哲学史研究を現在おこなわれている哲学研究の先行研究として位置付
ける「モナドロジーモデル」を提唱した。また、ライプニッツ研究書の合評会や、初期近代哲
学研究者を招へいしたワークショップを主催するなど、本研究課題を多角的な視点で捉える機
会を持った。さらに、2019 年 2 月に研究成果をまとめた『ライプニッツの数理哲学−−−空間・
幾何学・実体をめぐって』を刊行し、それまで個別的に発表してきた研究成果をまとまったか
たちで手に取りやすくすることができた。 
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